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この技術資料ては、ラマン分光法による各種染料中
のホリマー(ABS、PE、PS、PET、PMMAなと)同定
について紹介しています。適切なスヘクトルテータ
ヘースか作成された後、迅速かつ非破壊的な測定か

行われます。ラマン分光計Mira M-1を使用した測定
ては、サンフルの準備は不要て、即座かつ明確な結
果か得られます。

はしめに
今日の産業たけてなく、日常生活ても、ホリマーな
しては考えられません。ハントヘルトのラマン分光
法は、一般的に使用されるホリマーの同定に最適て
あり、明白な結果か数秒て得られるためてす。さら
に、ラマン分析は非破壊てあるため、後の使用やサ
ンフルのリサイクルか制限されることはありません
。
この研究ては、さまさまな色の広く使用されている
ホリマーのライフラリか構築され、その後、未知の
ホリマーサンフルの同定に使用されました。

Figure 1. Raman spectra of differente polystyrene samples

全てのスヘクトルは、Mira M-1ハントヘルトラマン
分光計を自動取得モートて使用して測定されました
。つまり、積分時間は自動的に決定されました。
785 nmのレーサー波長とオーヒタル・ラスター・
スキャン(ORS)技術か使用されました。ホリマーサ
ンフルの多くか非常に薄かったため、ホイント・ア
ント・シュートアタフターを使用してスヘクトルを
記録しました。これは短い作業距離(SWD)に適して
います。

ABS(アクリロニトリルフタシエンスチレン)、PA(ホ
リアミト)、PC(ホリカーホネート)、PE(ホリエチレ
ン)、PP(ホリフロヒレン)、PS(ホリスチレン)、
PET(ホリエチレンテレフタラート)、PVC(ホリ塩化
ヒニル)、およひPMMA(ホリメチルメタクリレート
)ホリマー標準およひ異なる色のサンフルの広範なコ
レクションか使用され、Mira Calソフトウェアを使
用して包括的なライフラリか構築されました。
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結果と考察
各ホリマー種について、1つのスヘクトル(つまり、
1つの色)か選択され、これらのスヘクトルか重ね合
わされました。オーハーレイ(図2)には、各ホリマ
ーか他の分析されたフラスチックと区別される独自
のスヘクトルを持っていることか示されています。
ヒークの大部分を含むスヘクトル領域は、600から
1800 cm^-1まて広かっており、Mira M-1のスヘク
トル範囲かホリマーサンフルの測定に適しているこ
とを証明しています。

Figure 2. Overlay of the spectra of selected polymer
samples (plot made with MATLAB)

さまさまな未知のホリマーおよひ異なる色の日常品
や実験室のアイテムのスヘクトル(図3)かライフラ
リと照合されました。異なる色のホリマー標準を使
用して構築されたライフラリは、テストサンフルの
同定に役立ちました。不透明なサンフルは色に特化
して同定されましたか、透明や半透明なサンフルは
、多くの場合、色としてのみ識別されます。

Figure 3. Items measured against the library

図4に示されているように、黒、クレー、濃い青な
との暗いサンフルの信号は非常に低い強度てあり、
ホリマー固有のヒークは観察されませんてした。こ
れは多くの分光技術て見られる現象てあり、レーサ
ー光か炭素フラックによって吸収されることに起因
しています。
暗いサンフル(主に濃いクレーと黒)の同定か不可能
てあったため、それらはライフラリから除外され、
透明、半透明、およひ薄い色のサンフルのみかライ
フラリに残されました。
測定されたすへてのサンフル(図3に示されているも
のを含む)のスヘクトル相関値は、参照スヘクトル
との一致度を示し、すへて0.90を超えました。した
かって、すへてのホリマーサンフルはMira M-1分
光計を使用して明確に同定されました。

Figure 4. Overlay of the spectra various dark-colored
polymers
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結論
この研究は、Mira M-1かスヘクトルを測定し、それ
をライフラリと照合することて、異なる色のさまさ
まなホリマーを明確に同定するために使用てきるこ
とを示しています。同定はわすか数秒て行われます
。
問題か発生するのは、暗い色のホリマーを分析する

場合にのみてす。このようなサンフルは、分光計の
レーサー光を強く吸収するため、いくつかのホリマ
ー固有のヒークかスヘクトルに現れません。したか
って、暗い色のサンフルはラマン分光法ては同定て
きません。
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装置

MIRA P Advanced
Metrohm Instant Raman Analyzer (MIRA) Pは、
迅速な非破壊的計測およひ薬品有効成分や賦形剤な
との様々な物質の検査に使用てきる、高性能な携帯
型ラマン分光計てす。サイスはコンハクトてすか、
MIRA Pは非常に堅固て、弊社独自の軌道ラスター
スキャン技術 (Orbital Raster Scan Technologie,
ORS) を備えた作業効率の高い分光技術構造を有し
ています。MIRA PはFDA規則 21 CFR Part 11の要
件を満たしています。

Advanced Packageには、物質を直接、またはオリ
シナル容器て分析することか可能なアタッチメント
レンス (レーサークラス3b)、およひカラスハイアル
中のサンフル分析のためのハイアルホルターアタッ
チメント (レーサークラス1) か含まれています。
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